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放射性廃棄物の廃棄施設のうち 

気体，液体又は固体廃棄物処理設備 

 

（本文） 

 

 



 
 

放射性廃棄物の廃棄施設 

2 気体，液体又は固体廃棄物処理設備 

2.4 その他 

(16) 排気筒 

a. 主排気筒 

b. 非常用ガス処理系排気筒 

 

 



2.4 その他 

(16) 排気筒の名称，種類，主要寸法，材料及び個数（内筒及び外筒の別に記載すること。） 

 変 更 前 変 更 後 

名 称 － 主排気筒 

変更なし 

種 類 － 
鉄塔支持型鋼製 

（制震装置付[減衰係数： ）

主
要
寸
法 

内 径＊2 mm 4500＊3，＊4 

地表上の高さ m 140＊4 

材 料 － SS400 

個 数 － 1 

注記 ＊1：オイルダンパの減衰係数を示す。 

   ＊2：記載の適正化を行う。既工事計画書には「筒身内径」と記載。 

＊3：記載の適正化を行う。既工事計画書には「4.5 m」と記載。 

＊4：公称値を示す。 
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 変 更 前 変 更 後 

名 称 － 非常用ガス処理系排気筒 非常用ガス処理系排気筒＊1 

種 類 － 主排気筒支持型鋼製 

変更なし 

主
要
寸
法 

内 径＊2 mm 428.6＊3 

地表上の高さ＊4 m 140＊2 

材 料 － SM41B 

個 数 － 1 

注記 ＊1：原子炉冷却系統施設のうち残留熱除去設備（耐圧強化ベント系），原子炉格納施設のう

ち圧力低減設備その他の安全設備の放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御

設備並びに格納容器再循環設備（原子炉建屋ガス処理系 非常用ガス処理系）と兼用

する。 

   ＊2：記載の適正化を行う。既工事計画書には「筒身内径」と記載。 

   ＊3：公称値を示す。 

   ＊4：記載の適正化を行う。既工事計画書には「筒身高さ」と記載。 
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表1 放射性廃棄物の廃棄施設の主要設備リスト（19／19） 

 変 更 前 変 更 後 

設
備
区
分 

系
統
名 

機器区分 名 称 

設計基準対象施設 ＊1 重大事故等対処設備 ＊1 

名 称 

設計基準対象施設 ＊1 重大事故等対処設備 ＊1 

耐震 

重要度

分類 

機器クラス 設備分類
重大事故等 

機器クラス 

耐震 

重要度 

分類 

機器クラス 設備分類
重大事故等 

機器クラス 

気
体
，
液
体
又
は
固
体
廃
棄
物
処
理
設
備 

固
体
廃
棄
物
処
理
系 

サ
イ
ト
バ
ン
カ
プ
ー
ル
水
浄
化
系 

ろ過装置 
サイトバンカプール水浄化系プール

水脱塩器 
Ｂ－１ クラス３ － 変更なし － － 

主配管 

サイトバンカプールよりスキマサー

ジタンクまで 
Ｂ－１ クラス３ － 変更なし － － 

スキマサージタンクよりプール水浄

化フィルタまで 
Ｂ－１ クラス３ － 変更なし － － 

スキマサージタンク出口管分岐点よ

りプール水浄化ポンプ（Ａ）出口管

合流点まで 

Ｂ－１ クラス３ － 変更なし － － 

プール水浄化フィルタよりサイトバ

ンカプールまで 
Ｂ－１ クラス３ － 変更なし － － 

プール水浄化フィルタ出口管分岐点

よりプール水脱塩器まで 
Ｂ－１ クラス３ － 変更なし － － 

プール水脱塩器よりプール水浄化フ

ィルタ出口管合流点まで 
Ｂ－１ クラス３ － 変更なし － － 

そ
の
他 

－ 排気筒 

主排気筒 Ｃ － － 変更なし － － 

非常用ガス処理系排気筒 Ｓ － － 変更なし － － 

注記 ＊1：表1に用いる略語の定義は「原子炉本体」の「５ 原子炉本体の基本設計方針，適用基準及び適用規格」の「表1 原子炉本体の主要設備リスト 付表1」による。 

 




